
３月の生活目標    

進級をする準備をしよう 

     ～進級した自分を思いえがき行動しよう～ 

あ あかるいあいさつ 
き きれいな学校 
つ つながるこころ 
つながり合おう 

 

 

 

 

 

６年生が墓前祭に参加しました。 
２月１９日（水）は授業参観、学級懇談会と大変お世話になりました。主に生活科や総合的な学

習の時間で学んだことの発表が行われていました。これまでできるようになったことや調べたこと
等を言葉にしたりまとめたりして表現する姿に、保護者の皆様も１年間の成長を感じられたのでは
ないでしょうか。 
さて２月１４日（金）、６年生は横井小楠先生没後１５６年の墓前祭に参加しました。墓前祭は

大きな式典で、この日は大西市長がお越しになりました。６年生は総合的な学習の時間に地域の偉

人横井小楠先生について学んでいます。墓前祭の開会に先立ち、小楠先生が甥の佐平太さん、太平
さんの米国留学の出発にあたって２人にはなむけの言葉として与えた「送別の語」を秋津小、桜木
小、桜木東小の６年生で唱和しました。秋津小の６年生は何度も練習をし、暗唱できるようになっ
ていました。厳粛な式典の前に小学生の声が小楠公園に響き渡り清々しさを感じました。 
小楠公園に行く前、６年担任から地域の方が、墓前祭をとても大事にしていることを話しました。

私からも本校の学校評議員でいらっしゃる方が「子どもたちが、幕末から明治の日本をリードした
横井小楠先生が過ごされた秋津の地に育った子どもであることを、胸を張って語れるようになって
ほしい」という思いをおっしゃったことを話しました。地域の皆様は横井小楠先生の遺徳を称え、
その教えをこれからも受け継いでいくという強い思いを持っておられます。昨年度まで学校評議員
でいらっしゃった横井小楠顕彰会会長の光岡さんのご挨拶の中でも「小楠先生は幕末の混乱期であ

っても、多くの情報を取り入れながら新しい日本の在り方を判断された。 
今、ＳＮＳなど情報にあふれている世の中であるが、正しい情報のもと正 
しい判断をする大切さを小楠先生が教えてくれている」という言葉があり 
ました。秋津小の子どもたちにはその教えを受け継いでいく一人となって 
ほしいと願います。 
 ６年生は横井小楠先生から学んだことを毎年標語に表しています。標語 
は毎年学校の東側のフェンスに掲示されており、今年度も地域の方々が 
その準備に入られています。横井小楠先生の功績に敬服するばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

生活のきまりや校則の見直しの取組 
        「秋津小学校のやくそく」の基本の考え方は①社会のきまりを守る②自分もみ 

んなも気持ちよく過ごせるか考えて行動するです。今年度も「秋津小学校のやく 

そく」について各クラスで話合いを行いました。その中で「かげぐちが多い」と 
いう意見がありました。そこで生活安全委員会では「みんなのことを考えて行動 
する大切さ」に着目して劇（動画）をつくり、児童集会で発表しました。全校児 

童が見て、自分自身のことを振り返りました。やはりみんなが安心・安全に楽しく過ごしていけ
るかということを考え、行動することが大切だということにたどりつきました。 
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令和６年度 秋津小学校だより 

 

【 学校教育目標 】 

一人一人が輝く、笑顔あふれる学校 

自ら考え主体的に行動する人を育む教育の推進 

～考える子・チャレンジする子・つながり合う子～ 

 

 

 


